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Ruhr大学生理学教授 Hans Loescheke教授と Ca- The role of the caroticl boclies to respiratory 
lifornia大学心臓血管研究所兼麻酔学教授 John Seve- regulation stllcliecl by altiltude acclimatiza-
ringhaus教授を囲んで， Seminars on “B100d gas， tion，metabolic aciclosis anc1denervation. 
respiration ancl pulmonary vascular function"と題 3. J. vV. Severinghalls. 
し，去る1979年 4月7， 8日の両日，千葉県文化会館で Hypoxic Plllmonary edema: Pathophysiology 
集会が催された。 and measurement. 
出題は，全国各地の生理学教室より 14題，麻酔学教室 これらの presentationのうち，筆者の興味を覚えた
6題，内科と外科の教室より各 3題，薬理学教室と国立 脳脊髄液の酸塩基平衡動態と呼吸中枢に関する両ゲスト
東京病院より各 1題と合計28題で，基礎，臨床からほぼ 教授の話題を紹介したい。
同数の研究が報告された。出席者は約50名の closed形 細脳脊髄液 (CSF)は，それ自体の物理化学的緩衡能は
式で，各演題には 5分間の討論時間と，更に各 Session 極めて低く，試験管内での pHは非常に変りやすいが， 
毎に20，. 30分の general c1iscussionの時間をもうけ， in vivoでは極めてよく安定していることが知られてい
充分な意見の交換に意が用いられた。 る。 Loeschcke教授は， そのメカニズムり 1っとして， 
Seminerは次の 6つの sessionと3つの lectureで CSF PC02の上昇に伴う HC03--Cl-交換機構の存在す
あった。 ることを提唱した。この現象は赤血球でよく知られてい
Session 1 Respiratory function of the blood るchloride shiftと同じであって，恐らく脳表層の glia
(3題) 細胞が赤血球に相当する役割を担っているものと推測し
Session I Regulation of respiration (1) た。即ち， glia細胞内液の緩衡作用によって生じた 
Humoral e庄ects on neural activities HC03ー が Clー と入れ替りに CSF中に遊離し CSF 
(6題) pHの低下を防ぐという。 このことは， 脳のごく表面
Session m Regulation of respiration (II) で， pH，PC02，Cl-測定用の 3つの電極からの同時記録
Chemical control (6題) によりたしかめられた。 CSF pHの恒常性に関しては，
Session N Pulmonary circulation and vascular 血液-CSF聞の DC電位，乳酸，グルタミンーアンモ
function (6題) ニアの生成過程，更に CSF HCU3-レベルの active
Session V Gas exchange in the lung (4題) な調節など数多くの要因が関与することが論議されてき
Session VI Acid-base regulation (3題) た。 Loeschcke教授の発見は， 更にこの問題に関して
Review lecture: 新しい重要な知見を加えたものと言えよう。 Severing-
1. H. H. Loeschcke & H. R.Ahmad. halls教授は， この Loeschcke教授の結果を考慮に入
Anion exchange between blooc1， extracellular れると，従来0.01 pHが約 3l/minの呼吸の変化を引
fluid of the brain anc1brain cells and its き起すとされてきた CSF pHの効果が倍増する結果に
consequences for the respiratory control of なることを指摘した。 
acic1-base balance. Severinghaus教授は，呼吸の主要な末梢化学受容器
2. J. W. Severinghaus，R.Crawford，G. Irsiglar である頚動脈体 (caroticl body，C. B.)の役割につい
& M. Sta任orcl. て新しい推測を述べた。 
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CSF pHは， 従来極めて安定したもでのあるとされ う clataを基にして，前述の高山，代謝性 acidosisで
てきたが，彼等は高山思1[化や，代謝性 acidosisのとき 得られた CSFの bufferlineを延長すると， C. B.の
測定すると，ややアノレカリ性であることが明らかになっ lj即則誤抑測j酸性になることが予0.0ω21はCSFpH除去で Rリされる。
た。 CSFpHの強い換気に対するドライブを考慮する
と，これらの場合には中枢化学受容器からの大きな呼吸
抑制がかかっていることが計算される。従って，これら
の場・合の大部分の換気を支えているのは，末梢の化学受
容器であると推測される。彼は， 平地の場合でさえ， 
C. B.は換気の約半分を担っていると推論した。これと
関連して，中枢化学受容器の呼吸中枢制激の関値はp 換
気量 0ではなくて， -20l/min位の所にあるのではない
かと述べた。又，彼等の endoarterectomy手術に伴う
洞神経切断の患者の Paco2が約 6mmHg上昇したと言
千葉大学で
果してこの予測が成立するか否か大きな興味をもつてい
ると述ペた。
本学からは，呼吸器科，麻酔科より渡辺教授，米沢教
授を始め，司会，討論などに本セミナーの盛会に資して
戴いたことに謝意を表したい。
なお，本セミナーの内容については，雑誌「呼吸と循
環jの28巻 1号(昭和55年 1月)の特集号として刊行の
予定である。
